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参考資料 1 タワーヤーダ研修の確認テスト記載の概要 

 

 

 

■ タワーヤーダによる架線作業に関するもの 

 タワーヤーダは架設時間が短いと聞いていたが、実際に見て理解することができた。 

 初めてタワーヤーダを見たが、機械のパワーに余裕があり、搬器の走行速度が早いこと

がわかった。 

 タワーヤーダの能力を活かせるように大型のハーベスタを組み合わせた効率的な作業

に感動した。 

 現場でのアイデア等は参考になったが、自社との違いも多くあり、真似できるものは少

ないと感じた。 

■ 使用器具に関するもの 

 ラウンドスリング等、自分の現場にも使用可能な製品があることを知ることができた。

 効率的に作業を行うために、新たな器具をメーカーに提案しているところに感心した。

 主索固定用のシャックルに必要な強度について疑問だったことが分かって良かった。 

■ 作業計画・架線計画に関するもの 

 人力による架設器材の移動を少なくするため、タワーヤーダの架設位置の順番を変える

工夫をしていることがわかった。 

 作業計画や架線計画など図面を使っていなかったので、これからは使いたいと思った。

 安全作業のため、今後は破断荷重等の細かい事まで考えでいきたいと思った。 

 自分が計画した線道を現場で実際に張ることが出来るか確認することができた。また、

自分以外の人の計画した線道について考え方を知ることができた。 

 タワーヤーダの据付とガイラインの設置場所の選定が難しかった。 

■ 路網整備に関するもの 

 作業道の確保が重要だということを感じた。 

 タワーヤーダの設置位置について、路網を作設するときから勾配等を考えることを知った。

■ その他に関するもの 

 初日の研修で、タワーヤーダについて全般的な事を知ることができた。 

 引き続きこの研修を開催していただきたい。 

 タワーヤーダ以外にも学び取る事が多くあり、林業架線との根本的な違うことがわかった。

 実際の災害事例など参考になった。 

 質疑等があり納得出来るよう説明を受けられた。 

 これからは、安全作業にため、道具など適切な物を使用して作業したいと思った。 

 これまでの実績に裏付けられた大型タワーヤーダの導入とロングリーチハーベスタの

作業システム、そのための路網選定と開設事業地の確保等、学ぶところが大変多かった。
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参考資料 2 タワーヤーダマニュアルの見直し箇所 
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参考資料 3 育成研修の確認テスト記載の概要 

■ 講義に関するもの 

 架線の基本から学べて良かった。 

 労働生産性の PDCA について、頭で分かっていても実情と照らし合わせて検証が出来

ていないので、やらなければならないと思った。 

 今までやってきた事のおさらいができて、作業に自信が持てるようになった。 

 集材機も進化している事を知った。 

 高性能なタワーヤーダを用いた架線集材が増加している事に驚いたが、実際見た事がな

いのでちょっと実感がわかない。 

 分かり易い講義だった。 

 力学の力の合成と分解が少し理解しにくかった。 

 規則や法令の確認が出来て安全に対する意識が高まった。 

 始業点検、終業点検の大事さ等を初めて知った。 

 災害が起きた場合に備えて緊急連絡先を作業者に周知させるようにしていきたい。 

■ 作業計画・架線計画に関するもの 

 エンドレスタイラーでは、条件にもよるが 100m程度引き込めるというのは驚きだった。

 架線計画では一人一人の案を聞けてとても参考になった。架線だけでなく、普段の仕事

でもいろんな人の考えを出し合いたいと感じた。 

 架線計画の基本図、地形図を見て理解が出来ることが第 1のスタートだと感じた。 

 生産性向上の為には多くの要因がある事を再確認できた。 

 現地状況の周知と共に作業計画の重要性を改めて必要と感じた。 

 演習で地形をグラフ化し、本線と地面のクリアランスが一目でわかるのが勉強になっ

た。感覚も大切だと思うが、感覚はあまりあてにならないと思った。 

 自分は架線を張る事ばかり考えてしまい、造材、運搬の事をあまり考えていないことに

気付かされとても勉強になった。 

 架線計画によって生産量がかなり変わることを知った。 

 図面を読む力と現地を読む力をつけたいと思った。 

 架線計画では主索の高さ確保、土場選定はもとより林道・建物等既存環境の保全・補修・

進入車(者)などにも十分に配慮する必要があると思うと、実に難しいと感じたと同時に

やりがいも感じた。 

 主索を曲げる方法など、自分の知らないやり方があるという事が勉強になった。 

 実際に元柱、先柱を踏査して、設置上の注意点、周辺の状況に応じて控索の取り方を変

えるなど、現場ですぐ応用できることを教えてもらえた。 

 架線縦断図・器材明細書等の普段行っていない架線の計画を行ったが、予めこのような

事をすると実行面で役に立つと思った。 

 支柱の位置やガイラインの選定場所等について、図に整理すると分かりやすく理解できた。

 議論しながら架線計画を考えることにより一段上の考えを持つ事が出来た。 

 内角を考えて張ることが大事だと思った。 

 今の現場の設計計算書を作ってみようと思った。 
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 中央垂下比、最大使用荷重を少し見直すだけで安全係数が上がる事を理解できた。 

 現地での計画発表では、それぞれの場所で細かな点まで質疑応答できて良かった。 

 架線設計の際、KPLAN7を用いて効率的で間違いのない安全な計画を考えたい。 

 生産性の目標が数値でわかるのはとてもよいと思った。 

 架線設計計算書は職員が作成するが、現場作業員も理屈の理解が重要だと感じた。 

 現場に入る前に事前に机上計画しておくと、作業班のメンバーの中でより具体的な共通

認識を得られると感じた。 

 頭の中で考えるより図面に書き出すと問題点がよく分かり、対応策を考えることができ

ると感じた。 

 安全に架線を張るためには経験による知識も大切であるが、一番は誰が見ても安全だと

分かり、説明することができる索張りをできるようになることだと思う。 

 図面や写真を作って事前に計画を立てると現地踏査が効率的になることがわかった。 

 初日の内容が短時間で非常に濃く、作業システムの効率化や計画が大事だと改めて思った。

 架線集材は準備する器材が多く、数量を検討するのが大変だった。 

 架線計画は初めてなので大変勉強になる。また、少人数の研修なので、他の受講生の話

も聞けて良いと思った。 

 自分達が設計したものに対して先生のアドバイスを聞くことができ勉強になった。 

 人工支柱を使うという発想は普段の自分にはなかったので視野が広がった。 

■ ワイヤロープ加工に関するもの 

 初めてセミロングスプライスを教えてもらったので、DVD等で勉強しやすくなった。

 台付けロープとスリングは違うもので、差し方も異なることがわかった。 

 適度に練習しないと忘れてしまうので反復練習しようと思った。 

 ワイヤロープの加工は、あまり経験する事がないのでもう少し時間が欲しかった。また、

繊維ロープの事も知りたい。 

 時間の問題や加工のしやすさから半差しはしていませんでしたが、次の世代や安全の事

を考えると自分がきちんと覚え、次の代に教えなくてはと思った。 

 かご差しを久しぶりに学ばせて頂き、芯を入れ込む事の大事さを学ぶ事が出来た。 

 ワイヤロープの加工方法について、あやふやだった部分が明確になった。 

 ワイヤロープの加工実習では巻き差しを十年ぶりに体験をした。巻き差しの強度、割差

しの強度を教授していただきたい。 

 加工方法や半差しを学ぶ事ができ、自分の良くないくせなど発見する事ができた。 

 普段あまりワイヤロープの加工を行うことがなく、巻き差しやワイヤロープを繋ぐ経験

がないので大変勉強になった。 

 ワイヤロープの加工を再確認でき、身になる研修ができたと思う。 

 セミロングスプライスを習ったが、1回しただけでは覚えられないと思った。 

■ 支柱作設に関するもの 

 作業索を引回す時に鋭角にならないようにガイドブロックを設置することやガイライ

ンの効率的な設置方法を知る事ができた。 

 安全に対して力を入れる場所にやり過ぎはないということや、一つ一つの動作を工夫し

て時間の短縮を図っていくことが大事だということが分かった。 
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 支柱へサドルブロックを設置する方法が勉強になった。 

 高所作業を効率的に行うには、地上での手際よい準備等が大事ということが勉強になった。

 ワイヤクリップによる固定については、普段以上に強く締めるという事に驚いた。これ

を機に、今までのやり方が本当に良いのかもう一度調べ直したいと思う。 

 シャックルの向きやクリップを止める間隔等について再確認できた。 

 支柱にガイラインを固定するとき、ワイヤロープを巻きつける方向など細かい事まで気

にして作業するべきであると思った。 

 ①ガイラインはカムラー付のシメラーで固定する②太い台付ロープはガイラインを固

定した部分に番線で 2～3ヶ所くくって仮固定する③シャックルを追加することでサド

ルブロックの向きを補正できることなど、これまで苦労していた点が解決できた。 

 安全帯を使用するのが初めてなので、体重を後ろに乗せるのがなかなか出来なくて大変

だった。 

 他の事業体の方達と作業することで，普段は気が付かない事も気が付くことができた。

 教科書での基本は理解できても、現地での応用力は作業の回数を重ねなければできない

と思った。 

 マニュアルで学んだことについて、実習作業を行うことで「なるほど、こういうことか」

という気付きがあった。講師のように分かりやすく、押さえるポイントを明確にして現

場でも伝えられるようにしたい。 

 ガイドブロックやワイヤロープにかかる張力などを改めて勉強できた。 

 荷引き上げ用のロープをエンドレスにするアイデアは取り入れたいと思った。 

 元柱の作設や架線現場のチェックなどを行い、シャックルのピンをさす向きは普段意識する

ことがなかったが長期間架線を張ればピンが抜け落ちる可能性が無いとは言い切れないの

で、些細なことにも気を使って設置するように心掛けなければならない事に気が付いた。 

 支柱作設の実習は、より架線作業全体がわかるようになり手順、段取りと勉強になった。

 今日は班長として 1日研修したが、思うように指示できなかった。前もってどのように

作業を進めるかメモ等をとり、作業時は安全を確認しながら作業の流れを止めないよう

な指示をしたい。 

■ 架線集材現場見学に関するもの 

 集材機設置の方法が勉強になった。 

 その山の地形や施業方法等の現状を踏まえての索張り方式を見て、人それぞれのいろい

ろなやり方があると思いとても参考になった。 

 架設現地を見て、良くない箇所が分かるようになっていたので、この研修の成果があっ

たと感じた。 

 講師からいろいろ指摘があったが自分の現場でも沢山あるので気をつけたい。 

 他者が施工した現場を見ると色々と目につく事があるが、自分が責任者で施工するとな

るとうまく張れるだろうか不安になる。 

 他人の現場視察で多くの刺激を受けた。クリップの個数やアンカーの止め方等少し気に

なる点はあったが、作業性・安全面等をよく考慮された作設が目に付いた。 

 使用する機械や道具の特性をよく知る事の重要性を痛感した。 

 集材現場は数多く見学できれば、より索張りの違いが比べられるので良いと思う。 
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 集材機や架線装置の日常点検をもっとしっかりやらないといけないと感じた。 

 架線作業実例写真を見ながらの意見交換は、悪い実例、良い実例などが分かりやすく、

実作業で役立てたいと思った。 

■ その他 

 常に安全第一を徹底してリーダーシップをとっていくことの大事さが改めて分かった。

リーダーシップを取ることは得意ではないので、少しずつできるよう頑張ろうと思う。

 DVDは繰り返し視聴したい。 

 今後は架線と路網を融合させ、利益、理念、還元をとれる設計による団地形成がとれな

ければ地域林業が守れない様な危機感を感じた。 

 経験年数の長い方々と一緒にこのような研修に参加させていただくと、なにげない話で

もとてもためになり、有意義な時間をすごせた。 

 全国の現場の写真を見ることができて、良い点・悪い点が分かりやすく、暗記ではなく

心に残る様で大変良かったと思う。 

 研修日数は非常に長かったが、必要な知識もあればそうでない事もあり、知って損する

事はないと思うので大事にしたいと思う。 

 これからの林業に向けて、確かな知識を持った人材を増やすためにも、このような研修

をどんどん企画してほしいと思う。 

 架線計画、生産性、現場作業をスムーズにかつ安全作業で進めることなど、この研修で

学んだ事を実際に現場で活かしたい。 

 全国の架線現場を見ることができないので、各地の事例について、現場写真を見ての意

見交換できて良かった。 

 基準等をきちんと守ることを徹底し、それが当たり前というところまで如何にもってい

くかがなかなか難しい。次世代に安全な林業を継承するためにも頑張っていきたい 

 自分のやってきた仕事が、いかに危険な事をしてきたか再確認できた。 

 備品、器材の種類・管理・使用方法等勉強になった。 

 他の事業体の安全対策などを聞けたので、自社でも話し合えるようにしたいと思った。

 架線集材に限らずどの作業でも生産性の向上が重要なことがわかったので、日々の作業

工程ややり方を見直そうと思った。 

 架線集材への興味が増し、中古の集材機があれば入手したいところだが、ガイドブロッ

ク等の器材が多いのが問題である。 

 安全作業の基本や関係法令等最重要点が確認できた。今回の充実した研修で安全な索張

り等再確認が出来た。 

 誰も経験者はいないが、電話での作業方法確認とフォレスト・サーベイの DVD、テキ

ストだけで、ラジキャリーを設置できた。 

 作設作業のあとに、架線現場写真を見て意見交換したので、より理解が深まった。 

 オートチョーカーの存在を知らなかった。是非使ってみたい。 

 計画と現場との間の確認体制（PDCAサイクル）が大切であることが分かりました。 

 研修者同士の情報交換がためになったので、来年もあれば従業員を参加させたい。 

 今回の研修は、林業経験が長い人に受講してほしい。 

 架線現場写真を見てからの意見交換は研修で学んだことの復習になり有意義だった。 
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参考資料 4 パネルディスカッションの質問の概要 

Q1 パネルディスカッションで「技術革新」に関しての質問事項ついて（複数回答） 

 

質問事項について、「効率的な作業システムの事例や改善点」が 3割強、「新しい技術の導

入」が 2割で、機械や作業システムに関する事項との回答が多かった。また、テーマは「技

術革新」であるものの、「人材育成」との回答が 2割強と多かった。 

Q2 具体的な質問内容等について 

● 効率的な作業システムの事例や改善点について 

 サプライチェーンマネジメントを行う上で大切な工程管理に及ぼす影響、刺激を教えて

欲しい。 

 低コスト化を進めていく中で、全国一律に行うことへの疑問がある。地域ごとに違いが

ある中で本当に一律での実施が正しいのか？ 

 新技術を導入した場合の作業システムの変化について知りたい。 

 実際に機械を導入していても、なかなか生産性が上がらない。このような改善をしたら、

生産性が上がったというような事例をたくさん教えてもらえると参考になる。いくら良

い機械を入れても、それを使う人達のモチベーションが低いとどうにもならない。 

 林業従事者の給料を上げられる施業方法があれば、教えて欲しい。 

 作業システムによる稼働率（年間）について知りたい。特例の現場のみの採用なのか、

汎用例があるシステムなのか。 

 機械を導入しても生産性向上になかなか結び付かない。 

 現在使用されている機械と技術でできる低コスト化は何か教えて欲しい。 

 作業システムの効率化によって素材生産量が増加した（前年対比○％）、変動比、固定

費が増加した（前年比○％）、限界利益率がどれだけ上がったのか？※生産量増加のみ

フォーカスするのではなく、利益面はどうなのか？ 

 生産性の向上、低コスト化は限界がきている。ボトルネック（集材）の課題解決が重要

 再造林まで含めた一貫作業への関心が素材生産業者でも高まってきている。地拵え可能

な機械（方法）も提案すべきと思うが、具体例が少ない。 

 改善点及び改善に至った経過も知りたい。 

31%

9%

20%

23%

14%

3%

効率的な作業システムの事例や改善点について

機械の導入（レンタルを含む）について

新しい技術の導入について

人材の育成について

林業の未来展望について

その他
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 酒井先生が示された「コストダウンに関する可能性の注目点」に関心を持った。「一貫

作業システム」との整合性や課題について論じて欲しい。また、「急傾斜地におけるコ

ストダウン」についてパネリストの考え方を聞きたい。 

 CTLは日本で通用するのか？通用させるためにはどうすれば良いか知りたい。 

 車両系システムの次の一歩はあるのか？システムとしてはある程度固まっており、大幅

な向上がありうるのか？ 

 生産性を上げるための効率的な作業システムを知りたく、造林や下刈り用の機械があれ

ば教えて欲しい。 

 急峻な地形でどう効率的に作業するか事例があったら知りたい。 

● 機械の導入（レンタルを含む）について 

 レンタルコスト、世界の最新ロボット技術について知りたい。 

 林業機械の生産性導入台数の目標は？現状…素材生産 2000 万㎥・6 割高性能 1200 万

㎥・造材（ハーベスタ、プロセッサ)・150 日×40 ㎥/日×2000 台 H37…4000 ㎥・7

割 2800万㎥ 150日×40㎥/日×4700台（機械を倍に増やす）又は 150日×80㎥/

日（生産性を倍に増やす）×2300台（機械は少しの増加）。 

 林業機械の導入推進は非常に良いことではあるが、地方の林業関係団体は資金が少な

く、導入が難しいという現状であり、補助金やレンタル(安く導入できる方法)の更なる

充実が必要である。 

 造材分野の技術開発は目に見えて進んでいるが、造林特に下刈り、地拵え分野は皆無と

言ってよい。今後主伐の再造林が進む一方で造林の担い手不足はますます顕著になって

くる。造林分野の機械化こそが喫緊の課題と考える。 

 新しい技術・機械を導入する時の体制づくりを知りたい。 

 高額な機械はレンタルに出にくい。（IHIのフォワーダなど） 

 機械購入やレンタルを検討している林業事業体や森林組合が、高性能林業機械(特に新

技術のもの)を体験する機会があれば情報提供願いたい。体験して初めて、機械の良さ

に気付き、使用することで低コスト化につながる。 

 大径木の利用が問題になっている。機械が対応していない上、利用方法もあまりない。

その中でまず製材機等の機械の大径木を進めるのか、利用方法を考えた上で機械を開発

すべきか、などについてディスカッションして欲しい。 

● 新しい技術の導入について 

 機械集材装置の油圧可動化については、コストを下げて普及させる必要がある。 

 高性能林業機械ベースマシンのホイール化については、林内作業する上ではホイール式

のベースマシンが有利なことから、低コスト化を図り、普及させる必要がある。 

 林業機械は重量物を取り扱うため、故障が多くメンテナンス費用がかさむ。耐用年数の

高いものを開発して欲しい。また外国製の機械は日本代理店側で確実にアフターフォロ

ーして欲しい。 

 育苗、造林に係る新技術の導入と開発が急務だと考えているが、現時点での展望はどの

ように感じるのか？背景…最近、林業への若い世代の就業者は増加傾向に感じている
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が、造林分野については定着率が低いと聞く。また、育苗の現場である苗畑においても

人手不足が顕著である。昨年はついに、苗木があり、造林現場もあるのに、人が居ない

ため、造林できなくなったという話も聞くようになった。これらの解決のためには育苗、

造林分野の機械化が必要だと考える。今後、コンテナ苗の規格が定まれば、機械化が推

進すると考えるがそこでの課題は何になるのだろうか？ 

 林業機械化(スマート林業)における、GISデータの位置付けについて知りたい。 

 低コスト造林、獣害対策について知りたい。 

 以前、飛行船による運材の記事を読んだが、日本での実現性はあるのか？ 

 建設機械でロッククライミングマシーンによる法切りが可能であるが、林業への応用が

出来ないのか？ 

 高性能林業機械と言われて 30年弱、新たな機械システムを構築しなければ、コストダ

ウンはあり得ない。30 年弱も同じシステムが機能するはずがない。今や、低性能林業

技術である。 

 サプライチェーン構築・安全管理・人材育成の ICT 利用、活用、運用方法について教

えて欲しい。 

 「新技術導入による低コスト化」について、何時までに何をどこまで進めるべきか論じ

て欲しい。 

 まだまだ林業は危険作業が多い。新技術でなにか危険作業の軽減につながるものはない

か知りたい。 

 明日からでも使える、施業方法の工夫・方法(低コスト・生産性増)を知りたい。 

 急傾斜地での効率的な路網整備の方法や集材方法等について知りたい。 

 材価の大幅な上昇が見込めず、補助制度も先細りとなる状況下でコストパフォーマンス

の良い機械とは何か。また、排ガス規制などで同じ性能の機械の価格が上がっていると

思う。平均 8,000円/㎥の丸太生産に 1工程を担う機械が 2千万円/台で採算が合うのか。

 今後普及しそうな完全自動化やロボットについて聞きたい。 

● 人材の育成について 

 近年は緑の雇用制度により、若者の就労が増加傾向であるが、さらにこの先の世代でも

この傾向が見通せるのか？今時の若者の現場離れの風潮や草食系と言われる弱々しさ

が気になっている。 

 林業の現場の人材不足が著しく、林業機械、保育等バランスよくできる人材が必要と思

うが、どのように育成していけば良いのか。 

 技術革新に伴って人材育成はどのように変わって行くのか。例えば、女子の参入にどの

ように影響するのか。 

 新しい人材の林業現場での安全教育をどのように教育すべきか？ 

 全国的に人材確保が困難であること、高齢化が進んでいることが問題。全ての元となる

「人材」についてどのような展望があるのか知りたい。 

 新しい技術、作業システムを導入するには、現状を科学的に分析、把握し、最適な物を

選択できる人材が不可欠。現状、少しずつ若者の就労支援を通じて、林業労働者自体は
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回復傾向にあるが、それを一歩すすめて多様な分野、人材の知恵を取り入れるような人

材の育成が必要と考える。 

 林業技術のイノベーションにより作業効率の向上、安全作業による働き手にとってより

良い環境作りを望んでいる。生産量拡大に人材は必要不可欠。林業大学校等の必要性と

受け皿の問題の話が聞きたい。 

 使用する機械やシステムが発達しても、それを使いこなせる人がいないと意味がない。

人材の育成について取り組んでいる事例も知りたい。 

 人材育成をしていかないと、バイオマス、合板等、需要が増える中、山側の人材が足り

なくなり、木材の安定的供給がなされないことになる。 

 林業への就業した若者の定着率が数年で大幅に低下している現状。この定着を促すこと

が担い手の獲得に必要な施策。何かいい取組、助成制度があれば、ご教示願いたい。 

 若い人材をどう定着させていくか。（キツイ仕事、ベテラン従事者とのマッチング、受

皿事業体の意識改革等） 

 この業界の人材はとっても流動的だと感じている。安全に、夢を持って働く人材の育成

について、知見があれば聞きたい。 

● 林業の未来展望について 

 未来を展望する具体的指標が知りたい。地域（県レベル）でどのように林業が展開され

雇用創出や労働条件の改善に寄与するのか。 

 産業としての林業の展望について意見が聞きたい。 

 効率だけを目先しては林業の未来はないと思う。一貫作業も今だけを見ている気がする

が、地力の維持などどう行っていくのかも利用分野で考えていくべきではないか？ 

 外国と日本の林業の違いについて知りたい。 

 ICT、IOTの活用、そのためのインフラ整備について教えて欲しい。 

 第 1次産業の中でも底辺に見られがちで、イメージが悪い。胸を張って就業できる様、

イメージアップしたい。 

● その他 

 補助金依存から脱却した林業経営について考えを聞きたい。 

 技術の動向把握のため、林業用アシストスーツの価格、重量、バッテリー？の稼働時間

を知りたい。 

 林業の業界ほど補助金に頼りきった業界は無いと思うが、補助金も無限にあるわけでは

なく、現に減りつつある。そのような現状で将来に向けて補助金依存から脱却した経営

をするために何か良い知恵がないか知りたい。 
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参考資料 5 シンポジウム参加者アンケート 
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